
 

 

 

 

 

 

 

平成２８年の船舶事故、過去１０年間で最少! 
～マリンレジャーに伴う海浜事故は前年の５割増～ 

 

 １．平成２８年発生の船舶事故［第八管区海上保安本部管轄内］（速報値） 

 ※「小型船舶」とは、漁船、遊漁船及びプレジャーボートをいう。 

【問い合わせ先】 

第八管区海上保安本部 

広報地域連携室 

奥野 哲也・今出 高廣 

電話 0773-76-4100（内線2111･2117） 

 
平成２９年１月２６日  

第八管区海上保安本部  

全体（①、②） 

 ● 船舶事故隻数は、前年１３８隻から１３隻減の１２５隻となり、平成１９年から 

の過去１０年間で最少 

 ● 船舶事故に伴う死者・行方不明者は、前年４人から６人増の１０人 

船舶種類（③、④、⑤） 

● 船舶事故全体の９割以上が、小型船舶(※)によるもの（１１７隻） 

● プレジャーボートの事故隻数は、前年７９隻から１０隻減の６９隻 

（ミニボートの事故隻数は、前年１２隻から４隻減の８隻） 

● 漁船の事故隻数は、前年３８隻から１隻減の３７隻となり、過去１０年間で最少 

事故種類（⑥） 

● 船舶事故の種類では、衝突(３０隻)、機関故障(２４隻)、運航阻害(１９隻)、乗

揚(１６隻)、推進器障害(１１隻)の順で発生 

発生地域等（⑦、⑧、⑨） 

● プレジャーボート事故の７割以上が若狭湾地域(福井県・京都府周辺海域)で発生

し、同事故の操船者の約６割が管区外地域からの来訪者 

● 漁船事故の約８割は、山陰地域(兵庫県北部・鳥取県・島根県周辺海域)で発生 



○ 船舶事故のデータ[第八管区海上保安本部管轄内] 

 

 

 
 

 

平成２８年 

事故隻数 

１２５隻 

小型船が９割以上（１１７隻） 



 

 

 



 

 

 

 

 

管区内 管区外 

※若狭湾海域で、プレジャー

ボートの事故が多い 

※山陰海域で、漁船の

事故が多い 

※管区外居住者による事故が多い 



２ 平成２８年発生の人身事故(※２)［第八管区海上保安本部管轄内］（速報値） 

※：「人身事故」とは、海浜事故及び船舶事故以外の乗船中の事故をいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体（①、②） 

 ● 人身事故者数は、前年１８７人から４人増の１９１人 

 ● 人身事故に伴う死者・行方不明者は、前年７５人から６人減の６９人 

事故種類（③） 

● 人身事故全体の半数以上がマリンレジャーに伴う海浜事故で、マリンレジャーに 

伴う海浜事故者数は前年６９人から３７人増の１０６人と５割以上の増加 

マリンレジャーに伴う海浜事故（④、⑤、⑥、⑦、⑧） 

● マリンレジャーに伴う海浜事故の７割以上が遊泳中と釣り中の事故 

● 遊泳中の事故者数は、前年３９人から１２人増の５１人で３割増 

● 釣り中の事故者数は、前年２４人から５人増の２９人で２割増 

マリンレジャーに伴う海浜事故の発生地域等（⑨、⑩、⑪） 

● マリンレジャーに伴う海浜事故は、福井県(３５人)や島根県(３０人)の沿岸で多

く発生し、遊泳中や子供を乗せたボートの漂流など海水浴場周辺の事故が増加 

● マリンレジャーに伴う海浜事故の事故者は、山陰・京阪神・中京・瀬戸内海地域

の居住者が多く、約７割が管区外地域からの来訪者。また、２０代以下の若年層

と５０代以上の高齢層の事故が大きく増加 



２．人身事故のデータ（参考）[第八管区海上保安本部管轄内] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

平成２８年 

事故者数 

１９１人 

平成２８年 

事故者数 

１０６人 

遊泳中及び釣り中 

が７割以上（８０人） 



 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管区内 管区外 

※福井県・島根県で、マリンレジ

ャーに伴う海浜事故が多い 

※管区外居住者による事故が多い 



 

 

 

 

 

【船舶事故】 

 
発 生 月 １２月 

 
事故船舶 

事故船舶 漁船（７６トン、底引き網漁業、９名乗船） 

概 要 島根県美保関沖にて、エンジントラブルで曳航され

ていた漁船が転覆・沈没し、乗組員９名全員（日本

人８名、インドネシア人１名）が行方不明となった。

その後の捜索により、乗組員４名が発見されたが、

いずれも死亡が確認された。 

 

 

 

【人身事故】 

 
発 生 月 ７月 

 

事故発生場所 

 

事 故 者 遊泳者（男性１名、２９歳、向日市在住） 

概 要 ４人グループで福井県高浜町にある「はまなす海水

浴場」を訪れ、バーベキュー後(飲酒あり)の遊泳中、

大量の海水を飲み溺死した。 

発 生 月 １１月 

 
事故発生場所 

事 故 者 釣り人（男性２名、７２歳、５１歳、京丹後市在住） 

概 要 友人３名で兵庫県豊岡市にある岩場において釣り中、

１名（７２歳）が誤って海中転落し、同転落者を救助し

ようと、もう１名（５１歳）が入水したが、磯波が高く２名

とも溺死した。 

 

 

平成２８年における主な事故事例 



参 考 

 

１．平成２８年発生の船舶事故［京都府内］（速報値） 

   ※：「小型船舶」とは、漁船、遊漁船及びプレジャーボートをいう。 

   

 

 

○船舶事故のデータ[京都府内] 

 

全体（①、②） 

 ● 船舶事故隻数は、前年３２隻から４隻減の２８隻 

 ● 船舶事故に伴う死者・行方不明者は、前年１人から１人減の０人 

船舶種類等（③、④） 

● 船舶事故の全てが、小型船舶(※)によるもの（２８隻） 

● プレジャーボートの事故隻数は、前年と同数の２４隻 

● 漁船の事故隻数は、前年４隻から２隻減の２隻で、過去１０年間で最少 

● 遊漁船の事故隻数は、前年３隻から１隻減の２隻 

● プレジャーボート事故の操船者の約６割が、京阪神など遠方からの来訪者 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年 

事故隻数 

２８隻 

全て小型船舶 

周 辺 

※遠方居住者による事故が多い 

遠 方 



２．平成２８年発生の人身事故(※)［京都府内］（速報値） 

 ※：「人身事故」とは、海浜事故及び船舶事故以外の乗船中の事故をいう。 

 

 

 

○人身事故のデータ[第八管区海上保安本部管轄内] 

 

 

 

 

全体（①、②） 

 ● 人身事故者数は、前年３６人から５人減の３１人 

 ● 人身事故に伴う死者・行方不明者は、前年１６人から６人減の１０人 

事故種類（③） 

● 人身事故全体の半数以上がマリンレジャーに伴う海浜事故で、マリンレジャーに 

伴う海浜事故者数は前年１５人から１人増の１６人 

マリンレジャーに伴う海浜事故（④、⑤、⑥、⑦、⑧） 

● マリンレジャーに伴う海浜事故の約７割が、遊泳中と釣り中の事故 

● 遊泳中の事故者数は、前年９人から１人増の１０人 

● 釣り中の事故者数は、前年４人から３人減の１人 

● マリンレジャーに伴う海浜事故の事故者の全てが、京阪神など遠方からの来訪者 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成２８年 

事故者数 

３１人 

平成２８年 

事故者数 

１６人 

遊泳中及び釣り中 

が約７割（１１人） 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周 辺 遠 方 

※遠方居住者による事故が多い 


